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竹内街道・歴史の舞台を見つめて
■北川：羽曳野市を東西に走る、日本
最古の官道と言われる竹内街道が平成
29 年 4 月に日本遺産に認定されまし
た。「竹内街道」とはどのような “もの”
で、この地域でどのような “意味” を
持つのか、歴史的な背景から白石先生
のお考えなど、お聞かせ願えませんか。
■白石：竹内街道は大和と難波を結ぶ
古代の重要なルートであり、羽曳野市
の「古市」は、竹内街道（東西）と東
高野街道（南北）の交差する地点でも
あります。推古朝の頃から大和～河内
を結ぶ計画道（奈良盆地の上ツ道、中

ツ道、下ツ道、横大路、河内の丹比道、
大津道など）、つまり古代の幹線道路の
整備が進められるようになります。ま
た、大和では下ツ道と山田道の交点が
現在の橿原神宮前駅の東側にあたり、
かつて「軽

かる
の衢

ちまた
」と呼ばれ、人々の交

流の場でありました。古代の交通路の
交点にはどこでも「衢

ちまた
」と呼ばれる広

場が存在しており、まさに羽曳野の古
市は「衢

ちまた
」であり、文献でも餌

え
香
が

市
のいち

と
いう大きな市が出来上がっていたとい
うことが知られています。羽曳野市に
は竹内街道と東高野街道の交点である

餌
え

香
が

市
のいち

という場所があった、その重要
性を認識していただく良い機会になれ
ばと思っています。そしてもう一つ、
日本遺産の構成遺産にはなっていませ
んが、竹内街道が近つ飛鳥を通ってい
るということが非常に重要な意味を持
つということですね。「あすか」という
のは大和の明日香が有名ですが、ここ
は渡来人がたくさん定着し、古代にお
いては非常に先進的な地であったわけ
ですが、河内の飛鳥（羽曳野市飛鳥）は、
飛鳥戸神社、昆

こん
支
き

王
おう

という百済の王様
を祀る神社があり、その付近が河内飛

最古の官道が伝える
~ヤマトタケルの夢とロマン~

北川 嗣雄 Kitagawa tsuguo
羽曳野市長

脈々と流れる歴史の中で様々な「人」「物」「文化」が行き交い、

時代に応じて少しずつその役割を変えつつも今も活き続ける。

ストーリーを“ミライの社会”へとつなげるために・・・

竹内街道

■古代の街道
飛鳥から奈良盆地を北上する上ツ道、中ツ道、
下ツ道、それに直交する横大路、また、京と
難波を結ぶ難波大道。これら 2 つの大路を結
ぶのが日本最古の官道、竹内街道。
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鳥の中心となります。その辺りには 6
～ 7 世紀頃の重要な古墳が残されてお
り、有名なものでは観音塚古墳、オー
コ 8 号墳など、古墳時代の終わり頃の

「横
よこ

口
ぐち

式
しき

石
せっかく

槨」という石棺を大きくして
横に入口を付けたような特殊な埋葬施
設をもつ古墳があります。有名な高松
塚古墳やキトラ古墳もこの横

よこ
口
ぐち

式
しき

石
せっかく

槨
であり、このタイプの一番古いものが
近つ飛鳥にあるんです。これはどうも
近つ飛鳥の渡来人たちが生み出し、そ
れが後に大和に移ったと考えられます。
つまり、河内の飛鳥に渡来系の人々が
多く定着し、先進的な文化を伝えてく
れたという由緒のある場所でもあると
いうことで、竹内街道がそこを通って
いるということもまた重要であり、大
変興味深い点だと思います。
■北川：竹内街道沿い、特に羽曳野市
域は “賑わい” の場であったというこ
とになりますか？
■白石：それは間違いありません。羽

曳野だけではありませんが、やはり餌
え

香
が

市
のいち

という大きな市があったというこ
ともあり、中心的な賑わいの場であっ
たと考えられます。
■北川：同じ 6 世紀頃に建立されたと
いう誉田八幡宮は、応神天皇陵を主祭
神とされていますが、中宮司がこれま
でに見聞きされたり、また、代々伝え
られてることなど、お教えいただけま
せんか。
■中：誉

こん
田
だ

宗
そう

庿
びょう

縁
えん

起
ぎ

という絵巻物に記
されていますが、当八幡宮が 6 世紀に
造られたことは間違いありません。ま
た、誉田八幡宮には 5 世紀に応神天皇
陵の前方部より出土した「金

こんどうせい
銅製透

すかし
彫
ぼり

鞍
くら

金
かな

具
ぐ

」という国宝に指定されている
馬具があり、おそらく応神天皇の時代
に渡来したものであると考えられます。
5 ～ 6 世紀という遥か昔のことですが、
何かしら “ 標

しるべ
” が存在するものですね。

また、その頃は 6 世紀に仏教の伝来と
ともに、寺社の信仰が始まった時代で
もあるというわけですね。竹内街道は、

まさに信仰が伝わった道であり、その
ご縁を感じています。
■白石：現在、堺市・藤井寺市ととも
に世界文化遺産登録に向けて取り組ん
でおられる百舌鳥・古市古墳群ですが、
こちらは対象を古墳だけに絞っていま
す。一方で、古市古墳群の中心となる
応神天皇陵古墳を理解するには、誉田
八幡宮が切っても切れない関係にある
わけです。少なくとも平安時代の中頃
には応神天皇を祀る誉田八幡宮が現在
の位置にあったとされており、また、
その存在によって古墳の被葬者が応神
天皇であると考えられます。最近は古
墳の年代研究が非常に進み、研究の結
果でも、応神天皇陵古墳が造営された
年代は 5 世紀の早い段階であり、また
応神天皇が活躍された時代も 4 世紀末
～ 5 世紀初めということで、時代も合っ
てきます。こんな関係性からも、ぜひ
百舌鳥・古市古墳群の世界遺産、竹内
街道の日本遺産、地元としては一体的
に考えてほしいと思っています。

■白石 太一郎
　 Shiraishi taichiro
大阪府近つ飛鳥博物館
館長

■柊元 政美
　 Kugimoto masami
近畿日本鉄道株式会社
古市駅 駅長

■樽井 佳代子
　 Tarui kayoko
羽曳野市議会
議長

■中 盛秀
　 Naka morihide
誉田八幡宮
宮司

■戎井 憲裕
　 Ebisui norihiro
株式会社りそな銀行
羽曳野支店 お客様サービス部長

◆ ◆ 対談者紹介 ◆ ◆

■特集：最古の官道  竹内街道

【竹内街道（たけのうちかいどう）】大阪と奈良を東西に結ぶ竹内街道は、日本書紀の推古天皇 21 年 (613 年 ) の条に、「難
な に わ

波より京
みやこ

( 飛鳥 ) に至
る大

おお
道
じ

を置く」と記された「大道」のルートと重なることから、日本最古の官道と呼ばれる。堺市の大小路から松原市、羽曳野市を経て太子町
に入り、大阪・奈良の府県境の二上山の南にある竹内峠を越えて、奈良県葛城市の長尾神社に至る約 26km の街道。

[ 市内ルート ] 野村（羽曳野市野）～樫山～
野々上～峯ヶ塚古墳～白鳥陵古墳～古市
駅～臥龍橋～逢阪橋～月読橋～飛鳥川の
歌碑～八丁橋～上ノ太子駅（羽曳野市飛鳥）野～樫山にかけての道のり 昔ながらの飛鳥川沿いのまちなみ
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　“日本遺産”として－活用・発信
■北川：このような歴史遺産に囲まれ
た土地である羽曳野の “魅力” をどう
活かせるのか、“古市” という地に赴任
されている柊元駅長、戎井部長はどの
ようにお考えになりますか。
■柊元：例えば、市と駅とでタイアッ
プし、羽曳野に足を運んでいただく企
画など考えていきたいですね。先日、
私鉄 5 社で取り組んだウォークイベン
トに 4,000 人の参加者があり、集合場
所の上ノ太子駅前が人であふれ返りま
した。歴史に関心をお持ちの方が多く
いらっしゃることをつくづく感じまし
たし、その土地ならではの観光・文化
を発信するお手伝いができたらと考え
ています。
■戎井：りそな銀行としても、古くか
ら地域で商売をさせてもらっているこ
ともあるので、地域に恩返しができる
取り組みを行いたいと考えています。
羽曳野市で働きたい、起業したい、事
業を継承したいなど、地域の方々のニー
ズを知り、適したサービスを提供させ
ていただきたいと考えています。
■北川：近鉄線はこの南河内地域をつ
なぐ唯一の公共交通機関ですし、情報
発信をしていただけるとありがたい。
鉄道事業者という視点から、南河内地
域が今後どのように一体的に魅力を発
信できるのか、また、金融機関という
視点から、まちの賑わいづくり、雇用
の創出など、この景観を守り活かしな
がらどのように進めていくべきかアド
バイスをいただけるとありがたいです。
次に、このまちで生まれ育ち、今は市

ションして、カフェや宿泊施設として
利用できるようにし、そこからワイナ
リーで収穫や醸造などの農業体験をす
るといった、羽曳野市に滞在してもら
える仕組みが作れるのではないかと思
います。
■北川：全国的にも古民家再生のプロ
ジェクトなどが行われているが、当市
でも取り組めたらと思っています。歴
史を知る資料館や、地場産品を使った
レストランなど、地域のみなさんも巻
き込んで、賑わいの場として発展させ
たい。まさに昔の餌

え
香
が

市
のいち

のように、人々
で賑わう場となれば、と思っています。
■白石：古代の「市」とは、市場だけ
に限りません。様々な儀式や男女の婚
活、刑罰なども行われ、情報交換の場
でした。また、誉田八幡宮の所蔵され
ている金銅製馬具は、日本では最も古
い時期の馬具です。5 世紀初頭前後の
ものでは、東アジアで最も優れたもの

議会議員として市政に関わる樽井議長
ですが、今後の羽曳野について “どう”
あるべきだと思われますか。
■樽井：幼い頃から身近に古墳、つま
り天皇陵の存在を感じながら育ってき
たこともあり、どこか誇らしい気持ち
を羽曳野の方は感じられるのではない
かと思います。世界から注目が集まっ
ている今、羽曳野を PR する良い機会
でもあると思います。観光施策にも力
を入れ、多くの人に「行きたい」「住み
たい」と思ってもらえる場所にしたい
と思いますし、更には人口減少、少子
高齢化に歯止めをかけたいです。
■北川：たくさんの方に訪れたいと思っ
ていただくために、ワンランクアップ
させるには、竹内街道沿いで “まち”
にどんなおしゃれができるのかご意見
をお聞かせください。
■戎井：街道沿いには歴史的な建物も
見られるので、例えば古民家をリノベー

■特集：最古の官道  竹内街道

竹内街道・横大路（大道）は、平成 25 年に
敷設 1400 年の節目を迎えることを契機
に、沿道自治体2府県10市町村が連携し、
竹内街道・横大路（大道）活性化実行委員
会を発足。街道まつりやウォーク、フォ
トコンテストなど、国内外に向けた魅力
発信や地域活性化に取り組んでいます。 はびきのの夕べ
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大阪府羽曳野市には、日本の歴史がいっぱい詰まっています。歴史、文化、グルメ、ショッピングを
5つの道にまとめました。季節の移ろいを感じながら羽曳野をお楽しみください。

吉村家住宅
◎よしむらけじゅうたく

元和元年（1615）、大坂夏の陣で焼失後、直ちに再建されたと考えられ、桃山時代の数寄屋風の書院造
りの建築様式を留める、近世の豪農の代表的な家屋。急勾配の茅葺と妻側の一段低い瓦葺の2種類
の屋根が特徴で、また竹天井や襖の取手、奥座敷の欄間や襖絵に当時の面影が残っている。昭和12
年（1937）に民家で初めて国宝に指定され、その後、昭和25年（1950）に改めて重要文化財に指定され
た。昭和26～28年（1951～1953）に大規模な解体修理がなされ、約400年前の姿に復元された。年4回
の一般公開や吉村家住宅の歴史を学ぶセミナーが開かれている。ぜひ、訪れてみたいスポットの一つ。
☎072-958-1111（市歴史文化推進室）　●羽曳野市島泉5-3-5　
●近鉄南大阪線「高鷲駅」から徒歩約15分

5
白鳥神社
◎しらとりじんじゃ

かつて軽里の西方の伊岐谷にあった、ヤマトタケルノミコトを
祭神とする伊岐宮を、江戸時代に現在の地に移したと言われ
ている。牛頭天王（ごずてんのう）とその后の婆利妻女（はりさ
いじょ）とともに白鳥大明神が祭神とされ、現在はヤマトタケル
ノミコトとスサノオノミコトが祀られている。毎年10月上旬には、
だんじりが神社境内への坂道を勢いよく駆け上がり、勇猛な

「ぶんまわし」や「やりまわし」は祭礼の見どころの一つ。
●羽曳野市古市1-1-18　●近鉄南大阪線「古市駅」
から徒歩約2分

2 応神天皇陵古墳
◎おうじんてんのうりょうこふん

墳丘長約425m、後円部直径250m、前方部幅300m、高
さ36mの規模を誇る、国内最大級の前方後円墳。仁徳天
皇陵古墳（大阪府堺市）に次いで2番目に大きい。二重の
濠を持ち、墳丘や堤には、推定2万本の円筒埴輪が立て
並べられ、この他にも蓋（きぬがさ）、盾、靭（ゆぎ）、家や水
鳥の形をかたどった埴輪も出土している。また、蓋形の木
製品や、タコやクジラをかたどった土製品も知られている。
●羽曳野市誉田6　●近鉄南大阪線「古市駅」から徒
歩約15分

1
壺井八幡宮
◎つぼいはちまんぐう

源頼義が、前九年の役への出陣に際して子の義家とともに石清水八幡宮に参詣し
戦勝を祈願し、戦功を挙げることができたのでお礼の意をこめて、康平7年（1064）
に八幡神を勧請したのが始まり。河内源氏の氏神として知られ、境内の西側には義
家の子の義時が、頼信、頼義、義家の御霊を祀った壺井権現社が鎮座し、まさに壺
井八幡宮周辺は河内源氏の本拠地だった。境内には樹齢1000年と言われる楠の
巨木がそびえ、その威容は堂々たるもの。大阪府の天然記念物に指定されている。
☎072-956-2824　●羽曳野市壺井605-2
●近鉄南大阪線「上ノ太子駅」から徒歩約20分

4

N

杜本神社
◎もりもとじんじゃ

かつて、宮中の月次祭（つきなみさい）
や新嘗祭（にいなめさい）の際に朝廷
から勅使が派遣され、格式の高い名
神大社として栄華を誇っていた。織田
信長の高屋城攻めで焼失し、その後
は衰退したが、江戸時代に金剛輪寺
の住職の覚峰により再興。現在の祭
神は、経津主神（ふつぬしのかみ）、
経津主姫神（ふつぬしのひめかみ）
で、地域の人々の信仰を集めている。
●羽曳野市駒ケ谷64
●近鉄南大阪線「駒ヶ谷駅」から徒歩
約5分

3

●道の駅しらとりの郷・羽曳野　
　羽曳野市埴生野975-3　木曜、年末年始休
　○9：30～18：00　☎072-957-6900　
●商工物産館「タケル館」
　○9：30～18：00　☎072-957-8180
●JA大阪南農産物直売所「あすかてくるで」
　○9：30～18：00　☎072-957-8318

道の駅
しらとりの郷・羽曳野（南阪奈道路側道沿い）

誉田八幡宮

野中寺

西琳寺

飛鳥川の歌碑

古市古墳群金銅製透彫鞍金具
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の一つと言っても良いと思います。4
世紀後半から倭人も乗馬の風習を習い、
東アジアの高度な文明を受け入れ、仲
間入りをしたのが、まさに応神天皇陵
の頃から。この馬具はそういった意味
でも非常に重要な意味を持つものです
ので、やはりその意味をもっと多くの
方に知っていただきたいですね。
■中：国宝の「金

こんどうせい
銅製透

すかし
彫
ぼり

鞍
くら

金
かな

具
ぐ

」は
土曜日のみ公開しています。先日も京
都国立博物館に出展させてもらいまし
たが、もっと多くの方にご覧いただき
たいと思っています。やはり取り扱い
には細心の注意を払うので、公開は週
1 回が精一杯、というところです。

■北川：行政としてできることがあれ
ば協力させてもらいたいです。特に、
来年度は市制 60 周年を迎える年でも
あるので、馬具の展示も含めて記念と
なる事業や企画を行いたいと考えてい
ますし、お集まりの皆様のお知恵も拝
借したいです。
■白石：飛鳥時代に日本でも仏教寺院
の建設が始まりましたが、大和の飛鳥、
河内の飛鳥はその中心的な場所でした。
近隣の藤井寺市や柏原市などと連携さ
れ、古代寺院跡を巡るルートの設定な
ども非常に興味深いと思います。
■戎井：地域の良いところを活かし、
事業を起こしたいという方々に情報や
アイデアの提供などで、お手伝いさせ

ていただきたいです。
■柊元：昨年の百舌鳥・古市古墳群の
世界文化遺産国内推薦を受け、古市駅
で記念入場券を作らせていただきまし
たが、600 枚ほども売れ、我々も驚い
ています。他県からも足を運んでくだ
さる方も多いとわかったので、色々な
面で地域の皆様や行政とタッグを組ん
で、様々な地域から羽曳野市に訪れて
もらえるよう取り組みたいですね。
■樽井：人の集まる「道」そのものにも、
目立つような舗装をするなど、体感で
きるような環境が整うと良いと思いま
す。観光で賑わう羽曳野をつくってい
きたいです。
■白石：羽曳野市は数多くの歴史遺産、
歴史的景観がまだ残っている貴重な地
域です。今までもこれからも守ってい
ただきたいですし、それを積極的に進
めようとする市民グループも結成され
ているので、市民の方々の意見も取り
入れながら、活用を考えていかれると
素晴らしい取り組みになると思います。
■北川：日本遺産である竹内街道はも
ちろん、2 年後の世界文化遺産登録に
向けましても関係自治体との連携を図
りながら進めてまいりたいと思います。

■特集：最古の官道  竹内街道

●古市駅の記念入場券いろいろ

▲世界文化遺産の国内推薦決定を記念　　　　  ▲ご当地入場券
つぶたん

　竹内街道沿いには今も往時をしのばせる風景や建物が数多く残っています。
そんな空間に浸り時の長さを感じる時、なぜか懐かしさとともに穏やかな気
持ちになるのは、私だけではないと思います。
　竹内街道とそのストーリーの “保存と活用・発信” を考察し、大切なこと
は、人々の心情を尊重しながら、歴史に問いかけ、何を守り、何を変えるべ
きかを明らかにしていくことだと。そしてその作業は、私たちのまち羽曳野の、
持続的な発展と軌

わだち

を一つにするものだと、改めて認識する対談となりました。
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大阪府羽曳野市には、日本の歴史がいっぱい詰まっています。歴史、文化、グルメ、ショッピングを
5つの道にまとめました。季節の移ろいを感じながら羽曳野をお楽しみください。

吉村家住宅
◎よしむらけじゅうたく

元和元年（1615）、大坂夏の陣で焼失後、直ちに再建されたと考えられ、桃山時代の数寄屋風の書院造
りの建築様式を留める、近世の豪農の代表的な家屋。急勾配の茅葺と妻側の一段低い瓦葺の2種類
の屋根が特徴で、また竹天井や襖の取手、奥座敷の欄間や襖絵に当時の面影が残っている。昭和12
年（1937）に民家で初めて国宝に指定され、その後、昭和25年（1950）に改めて重要文化財に指定され
た。昭和26～28年（1951～1953）に大規模な解体修理がなされ、約400年前の姿に復元された。年4回
の一般公開や吉村家住宅の歴史を学ぶセミナーが開かれている。ぜひ、訪れてみたいスポットの一つ。
☎072-958-1111（市歴史文化推進室）　●羽曳野市島泉5-3-5　
●近鉄南大阪線「高鷲駅」から徒歩約15分

5
白鳥神社
◎しらとりじんじゃ

かつて軽里の西方の伊岐谷にあった、ヤマトタケルノミコトを
祭神とする伊岐宮を、江戸時代に現在の地に移したと言われ
ている。牛頭天王（ごずてんのう）とその后の婆利妻女（はりさ
いじょ）とともに白鳥大明神が祭神とされ、現在はヤマトタケル
ノミコトとスサノオノミコトが祀られている。毎年10月上旬には、
だんじりが神社境内への坂道を勢いよく駆け上がり、勇猛な

「ぶんまわし」や「やりまわし」は祭礼の見どころの一つ。
●羽曳野市古市1-1-18　●近鉄南大阪線「古市駅」
から徒歩約2分

2 応神天皇陵古墳
◎おうじんてんのうりょうこふん

墳丘長約425m、後円部直径250m、前方部幅300m、高
さ36mの規模を誇る、国内最大級の前方後円墳。仁徳天
皇陵古墳（大阪府堺市）に次いで2番目に大きい。二重の
濠を持ち、墳丘や堤には、推定2万本の円筒埴輪が立て
並べられ、この他にも蓋（きぬがさ）、盾、靭（ゆぎ）、家や水
鳥の形をかたどった埴輪も出土している。また、蓋形の木
製品や、タコやクジラをかたどった土製品も知られている。
●羽曳野市誉田6　●近鉄南大阪線「古市駅」から徒
歩約15分

1
壺井八幡宮
◎つぼいはちまんぐう

源頼義が、前九年の役への出陣に際して子の義家とともに石清水八幡宮に参詣し
戦勝を祈願し、戦功を挙げることができたのでお礼の意をこめて、康平7年（1064）
に八幡神を勧請したのが始まり。河内源氏の氏神として知られ、境内の西側には義
家の子の義時が、頼信、頼義、義家の御霊を祀った壺井権現社が鎮座し、まさに壺
井八幡宮周辺は河内源氏の本拠地だった。境内には樹齢1000年と言われる楠の
巨木がそびえ、その威容は堂々たるもの。大阪府の天然記念物に指定されている。
☎072-956-2824　●羽曳野市壺井605-2
●近鉄南大阪線「上ノ太子駅」から徒歩約20分

4

N

杜本神社
◎もりもとじんじゃ

かつて、宮中の月次祭（つきなみさい）
や新嘗祭（にいなめさい）の際に朝廷
から勅使が派遣され、格式の高い名
神大社として栄華を誇っていた。織田
信長の高屋城攻めで焼失し、その後
は衰退したが、江戸時代に金剛輪寺
の住職の覚峰により再興。現在の祭
神は、経津主神（ふつぬしのかみ）、
経津主姫神（ふつぬしのひめかみ）
で、地域の人々の信仰を集めている。
●羽曳野市駒ケ谷64
●近鉄南大阪線「駒ヶ谷駅」から徒歩
約5分

3

●道の駅しらとりの郷・羽曳野　
　羽曳野市埴生野975-3　木曜、年末年始休
　○9：30～18：00　☎072-957-6900　
●商工物産館「タケル館」
　○9：30～18：00　☎072-957-8180
●JA大阪南農産物直売所「あすかてくるで」
　○9：30～18：00　☎072-957-8318

道の駅
しらとりの郷・羽曳野（南阪奈道路側道沿い）

・・・  編 集 後 記  ・・・


